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神の知識（ヨハネ2：13-22）
　
親にとって一番の喜び、また、親の願いはいったい何でしょうか。親によるでしょうが、大体、子どもが健康に育っていくこと、また、人に迷惑などかけずに真面目に勉強に励んである程度の成績を収め、人に劣らないようにして、できれば他の人よりは少し出世をしたり、よいところに座るというようなことが親の願いであり、それが叶えられたときに喜んだりするものではないでしょうか。そして、もう少し踏み込んで、一歩進んで申し上げると、子どもたちが親孝行する思いで、特に年を取ったときにお小遣いをくれたりしたときに喜びを感じたりするものではないでしょうか。しっかり結婚をして子どもが生まれかわいい孫を見たりすることがまた喜びかもしれません。特別な人間でなければ大体はそんなものだと思います。それで人々はクリスチャンでさえ、神さまもそうであろうと勝手に思ってしまいます。本当に親の喜びが大体の人の喜び、願いなので、神さまもそんなレベルで見ます。そうなのでしょうか。もしそうでなかったらどうしましょう。神様の願いが分かって通じ合うときに、私たちは自分の能力をはるかに超えて神様の答えによる神様の勝利を体験するようになるものなのです。それなのに神の願い、神様の喜びに対して、もしかして誤解をすることによって、自分では神を喜ばせるつもりで神の願いに沿って頑張ったつもりなのに、まったく関係ないことになればどうしましょう。逆に、自分の思いとは裏腹に神様は逆にご立腹でものすごい怒りを覚えられたことになれば、それは大変な残念なことではないでしょうか。でも、それがただのお話ではなくて、今日の聖書の箇所はそんな場面です。

イスラエルの人々は、神殿に毎年、過越しの祭りの時期になると、近くの人を始め、遠く離れていた人でも今のような交通があるわけではなく、歩いたり動物に乗ったりしてエルサレムに皆集まります。大変なことなのです。いけにえをささげ、礼拝をささげるために傷のないいけにえ、動物をそなえないといけないので連れてくる場合に病気になる場合もあるし、知らずに連れてきたのに傷がある場合もあるし、それを交換しなければなりません。そうしてでも神様が喜ばれる礼拝をきちんとささげたいという思いで遠くから近くから頑張って集まり、神さまを喜ばせるため、神様に喜んでもらうために神殿に集まり、言われたとおりに儀式を守って一生懸命、頑張っているところなのです。そこでイエス様が現れて、そのすべてに怒りをあらわにして鞭を作って全部追い出しました。聖書を見ると、イエス様がこれほど怒りをあらわにしたという場面はほとんどありません。彼らが悪ふざけをしていたのでイエス様はこのように怒りをあらわにしたでしょうとつい思うかもしれませんが、先ほども申し上げましたようにそうではありません。神様を喜ばせるために精一杯頑張っているのです。でも、それは彼らの勝手であって神様は全く喜んでいらっしゃらないし、神様はそれを望んでいるわけでもなかったのです。それが全くかみ合わないので、神様ご自身であるイエス様は、そこへ怒りをあらわにしていたのです。もし私たちがそういうことになれば、それこそ悔しいことであるし、また愚かなことであり最終的にはむなしくなるものではないでしょうか。世の中の人々は勝手に自分なりに神のこともよく分かっていないくせにこうすれば、ああすれば、天も報いてくれるだろうといった考えがあるのですが、クリスチャンの私たちはイスラエルの人のような愚かなミスを犯してはいけないと思います。そういう意味で、親の喜び、親が願っていることなどの中でいつも生きてきたので、神さまもそうだろうと思うのは実は私たちの勝手なのです。神様の喜び、神の願いはいったい何でしょうか。神様は何に喜びを表して、何を望んでいらっしゃる方なのでしょうか。正確にそれを吟味しないといけません。そうではないと、教会に通ってクリスチャンでありながら、自分なりには神様に喜んでもらうために精一杯やるつもりでやっているのに、結果的にこうなる可能性もあるのです。今日はそういう意味で神様が何をよろこんで何を願っていらっしゃるのかということをしっかり吟味していて行きたいと思います。
そのためにまず、神様ご自身がどういう方なのかから考えないといけません。長く説明する時間はありますが、元々、人間は神様を知ることは根っこからできない存在なのです。それなのにあれが神、これが神、神はこうだろうと、昔から神話などをいっぱい作り上げてきました。国によってもいろいろ違うし、日本の場合は、何でも神々というようになってしまったりしたのです。だから、クリスチャンになっている私たちもそのような流れの中で生きてきたので、神様と言われたときに勝手なイメージがあるかもしれません。そうすると、そのような神は願うこと、喜びが、そのレベルになるしかありません。だから、みな一生懸命、お辞儀をしたり拝んだりすれば感動して涙してくれるだろうとか、教会にしてもお祈りをすること、献金をささげることもすべてそのような次元、レベルでやる場合がありまします。神様とはある意味、関係ありません。逆に礼拝をささげて献金もしたのに、神様は怒るかもしれません。だから、まず神様のことは、神様が恵みによって私たちに知らせた分しか私たちは理解できません。それが聖書です。聖書には元々、神に対しての知識は宇宙にありません。それを念頭に入れておいて、神様がどういう方なのかというと、まずは三位一体として存在する方なのです。それは私たちの頭では理解できないのですが、とにかく神様と言われたときには、そのイメージ、定義は三位一体として存在する方を神様と言います。それ以外は、神、神と言われていても神ではありません。神様になれるためには、父なる神様、子なる神様、聖霊なる神様、三位としていらっしゃるのに、神様はひとりなのです。私たちが神を離れて、麻痺しているこの理性の中で見るだけであって、元々、神様は三位一体なのです。それを神と言います。それ以外は神ではありません。それをまずはっきりしないといけません。そして、その三位一体の神様なので、その神様は創造なさった、創造の神様です。神様というのは、創造主です。創造主というときには、創造の無限の力を持っているというのはもちろんなのですが、創造主というときには、神様が何か暇なので創造でもしてみようかなとして創造されたわけではありません。創造されたというのは、そのような壮大な創造の働きをなさったというのは、神様なりに目的と意図があったという意味です。それが創造の神様です。その目的、神様の意図は何でしょうか。それは宇宙万物、この世界をつくられて、その中でも一番中心に人間を特別な存在としてつくられました。想像は単に、創造ではなくて目的があります。人間を中心に、そして、その人間を通して神様がこの世界に、宇宙に神の栄光を現して、また人間を通して神の栄光が現れて神様に栄光が帰するようにするのが創造であり、創造の目的です。神様はそういう方です。人を中心に、神の栄光を明らかに現す方です。その民の栄光は、何ものにも誰にも邪魔されずに、何ものにも誰にも邪魔されずに奪われない方であり、何かあったときには一秒たりとも神様は我慢できない方なのです。それが神様です。長くはお話しできませんが、とにかく神様はそういう方なのです。それなのにその中心的なところにいました人間が、その神の意図、目的と全く違うところに走って罪を犯してしまいます。それを堕落と言います。神の目的、創造の中心のものであった人間がだめになるわけです。それで神様を離れることになり、離れただけではありません。神に敵対する悪魔、サタンというものの奴隷となってしまい、そのサタンが作り上げた世の流れ、世の風潮というものに従ってサタンに従う存在になりました。創造の目的とは正反対の道を歩むことになりました。だから、世の流れというものは、神様はいない、あるいは、神様がいないということが根っこにあるのですが、そのために偽物の神を作ってこれが神だよ、これがあなたの幸せなのだよ。これがあなたの最高の何かだよというように嘘をつく、これが世の流れ、世の風潮です。その代表的な形が偶像崇拝、宗教です。それは神様のことを冒涜するようなことです。神の栄光のために作られた人間が神②お冒涜する道を走ることになりました。そして、人間そのものの人生は、神の栄光を現し、それとともに神のすべての祝福が現れるすばらしい存在だったのに、堕落の結果、ヘブル2：15を見ると、死の恐怖につながれて奴隷として生きることになります。だから、生きることに精一杯なのです。神様を元々、知らないし、神の栄光などとは遠く離れていて、サタンに従い、自分なりに頑張るつもりなのですが、それが悪魔に従うことであり、世の流れに従ってついて行くことであり、そして、死を恐れて死なないために、しかし、死なないわけにはいかないので、生きている間に死ぬこと、絶望を大前提にして暴れるわけなのです。人間は、そういう存在ではありません。元々、神のかたちに造られた尊い存在なのにそのようになってしまいました。何を食べるか飲むかがいつもテーマなのです。それを確保するために、人をつぶしたり嘘をついたり競争をしたりいじめたりいじめられたりというような人生を歩むしかない者でした。もはや神の栄光を現す聖なる尊い目的などとはもう関係ない存在になってしまいました。それで結局は人生が終わり、ヘブル9：27に書いてあるように、尊い人間が一度死ぬことが決まっていて、死後にはさばきを受けることが定まっていて、そうすると永遠の地獄に落ちるしかないものに転落してしまったのです。ここをしっかりと踏まえないと、神様のことを理解できません。私たちは神様のことを全部細かく知ることはできません。神様が教えてくれただけ、そして、必要な内容だけ、それは今申し上げましたこういう内容です。どれほど堕落したのか。聖書が、神様が私たちにおっしゃるのは、それが回復不可能な状態に陥ったということです。だから、努力をしても頑張っても真面目に良い子であっても、そして、頑張って外見的にいろいろな面において豊かに裕福になったとしても回復できません。ときには本当の成功が何か分かりませんが、人間同士ですごいなと思うような成功を治めたとしても、ものすごく発展を遂げたとしても回復不可能な状態に陥ってしまいました。
それだけではありません。聖書を見ると、神の奇跡を見ていても回復できない。そういう回復不可能な状態なのです。堕落の状態です。神の栄光を現す目的のためにつくられた人間というものが、そして、人間の堕落によってこの自然世界も宇宙も一緒に堕落してしまったのです。ここをまず踏まえないといけません。今申し上げました内容をきちんと踏まえて背景にして神様の願いは何なのかを考えないと、正しい答えにはたどり着けません。だから、神様の願いは人間に何かしてほしいことではなくて、回復不可能な状態、堕落に陥っている人間が元通りのまことの人間として回復すること、これこそが神様の願いなのです。神様は、人間に何かを要求したり強いられる方ではありません。そのような資格も能力も人間にはハナからありません。神様のことをよく分かっていないゆえに、神様の願いをクリスチャンでもものすごく負担に思っています。いつもそういう感じです。この恵みの世界に入れられる前の世界を生きてきた癖どおりに。そこを修正しないといけません。吟味して。神様の願いは、人間の回復です。先ほど申し上げましたその回復不可能な堕落の状態から永遠に解放されもう二度とそこに行けないように戻れないように解放されること、これが神の願いなのです。詩と罪の原理から解放されて、イエス様自らおっしゃいました。ひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つ、これこそが神の願いです。
放っておきますと滅びるわけですから。そこに神様は何を要求するのでしょうか。皆さんは、神様の要求に、神を喜ばせるために、まるで親を喜ばせるかのように頑張っていい子になれば神様が喜ばれると思いますか。また、神を喜ばせることができるのでしょうか。良い子になれるのでしょうか。クリスチャンの方々が良い子にしようではないかと思っているのですが、そのような能力は根っこからないので、神様の願いは良い子になることではありません。滅びないで永遠のいのちを持つことなのです。その結果、偶像崇拝をしながら神を冒涜することも気づかずに、神を冒涜する人生を歩かざるをえなかった運命に捕らわれている人間が、神様のことを「アバ。父」と呼ぶことが神様の願いであり、神様との関係が親子関係に戻ること、これが神の願いです。何かをやることではありません。
　そして、そのためには、イスラエルの民族の歴史を通して、これは人間的な表現です。神様は学習しました。人間的な表現ですけれども。だから、ただ奇跡を見せたり、こうしなさい、愛している、これでは無理だとわかっていらっしゃるので、神の願いは、このような人間の回復のために私たちひとりひとりの内側に入ってともに住まわれること、これが神の願いです。そうしない限りは無理なので。あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。そして、永遠に離れることがない、いつまでもともにおられる。私たちがどう変わろうが、変わらずにずっと一緒にいて、ずっと愛していらっしゃる。それが神の願いです。そして、この世の人生が終わったときには、皆が死の恐怖につながっているのですが、それは死なないということではありません。でも、死が恐怖でもなんでもないのです。ピリピ3：20に書いてあるように、死んだ後は、人生が終わると天国に入れるようになること。これが神の願いです。そして、天国に入れる希望を持っているから、この世の中にいる間には、何を食べるか飲むかという人生から変わって、神の国を求めて神の国のために神の栄光を現す人生を送ること、これこそが神の願いなのです。勘違いしないようにしましょう。

　そして、この神の願いを全うするために願いにとどまらずに、神様はこの通りにやると約束なさいました。それを契約と言います。最初から、創世記3：15に、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、かかとを噛みつかれることによってこの願いが完璧に成就するのです。簡単に申し上げると、キリストが来ることによって、キリストが悪魔の頭を踏み砕き、キリストが身代わりとして犠牲になることによって、神の願い、あなたがたを回復するという願いは成就します。そして、その後、キリストが実際に来られるまでのすべての歴史は、その契約を説明することなのです。今日のイスラエルの人がいのちがけで守っていた過越しの祭り、安息日、神殿を建てたり、そこでいけにえをささげたり、そういったすべての内容がこの契約の説明なのです。一つ一つをどうするかの問題ではなくて、キリストによってこの人間の回復という神の願いが成就するのだということを忘れないように、キリストしかないという説明のためにあったものです。キリストを待ちなさい。安息日。キリストを待ちなさい。神殿。キリストを待ちなさい。過越しの祭り。キリストを待ちなさい。十戒。キリストを待ちなさい。律法。キリストを待ちなさい。隣の人を愛しなさい。キリストを待ちなさい。親を敬いなさい。全部がそういう内容です。それしか神の願いはないので、その約束が成就しました。主は生ける神の御子キリストです。つまり、イエス様こそがそのキリストなのです。契約が成就しました。そして、回復のためのすべての契約を完成なさったのです。イエス様が十字架の上でおっしゃいました。すべてを完了したと。十字架で約束通り、かかとに噛みつかれるという約束通り、ご自分のいのちを犠牲にして身代わりとして罰せられることによって、私たち堕落の人間、回復不可能な人間が神様を「アバ。父」と呼ぶことができ、神の栄光を現すことができるものに回復できる契約を完成なさったのです。その時以来、完成したから過越しの祭りも安息日も神殿も何もいりません。一つだけです。神の願いは。その説明のために今まであったわけで、全部完成したから神の願いは過越しの祭りでも、動物をささげることでも、安息を守ることでもありません。完成なさった唯一の答えであるキリストであるイエス様、このイエス様の御名を信じることです。ローマ10：13、誰でもイエスの御名を呼ぶ者は、救われる。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく、死からいのちに移っているのです。神の願いは人間の回復です。しかし、それは回復不可能です。約束されました。だから、神の願いは、イエスの御名を呼ぶことなのです。イエスをキリストとして信じることです。これが神の願いです。このためならなんだってなさる方です。地獄の門の前に連れて行く場合もあります。理由は、神の願いのために。癌を許される場合もあります。イエスはキリストだという告白のために。これが神の願いです。今、宇宙が動いているのもこの神の願いのためです。
　ですから、私たちはこのようにまとめられると思います。神様の喜びは何なのか。いつ神は喜ばれるのだろうか。言うまでもありません。私たちが勝手に考えているように、良い子にしている時、皆さんが頑張って勉強する時、まじめにやる時、ではありません。良い子になることにあまり負担、プレッシャーなど持たないように。それは悪ふざけしましょうということではありません。勘違いはしないように。神の喜びは違います。イエス様はキリストとして告白するときに神は喜ばれるのです。それこそが神の喜びです。その告白によって、その人はまことの救いを得られるようになるし、人間として回復するようになります。これがどれほどの喜びなのか、ルカ15：7を見ると、ひとりの魂が神様に立ち返るその時に、あまりにも喜んで天国においては天使を全員集合8時にしてパーティをすると言われています。私たちが喜ぶことと、神様の喜びは違います。それがどれほどに近づくようになるのかによって人生変わります。能力がなくても、今様々な弱さがあっても関係ありません。イエス様が、サマリヤの女の人が救われたときに、弟子たちが戻ってきて食事をどうぞと勧めたとき、イエス様がおっしゃいました。5回結婚して、5回離婚して、6回目は入籍もできないまま人の目を避けて苦労をしながら生きている一人の女の人が、その魂が救われたときに、イエスがキリストだと告白したその時に、イエス様はあまりに喜んで「わたしにはあなたがたが知らない別の食事がある」とおっしゃいました。お腹が満腹なのです。食べなくても。喜んで。それこそが神様の喜びなのです。ペテロが、主は生ける神の御子キリストですと告白したときに、イエス様がおっしゃいました。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」と。神様は何を願われて、皆さんに何を望んで、皆さんに何を望んで、皆さんの何に喜ぶと思っていらっしゃるのでしょうか。そこを修正しないといけません。皆さんは良い子にして真面目に頑張れば喜ばれると思っていますが、それは勘違いです。それでは回復不可能な堕落の状態に何の影響もないと、神様は一番ご存知なので、逆にその良い子を全部壊して、まじめさを全部壊してでもイエスはキリストですと告白することを望んでいらっしゃるし、それを喜んでいらっしゃるのです。
　そして、そのように救われた者が、これからは神様にお返ししなければいけないのではないかという思いではなくて、キリストにある救いの祝福を心から喜んで楽しんで感謝すること、それが神の喜びなのです。私たちが何かをやる前に、神様から与えられた救いの祝福を私たちひとりひとりが弱い者であり、様々な状況などがあるにもかかわらず、それを心から喜んで感謝して、その救いを与えられた神様をほめたたえて賛美をささげるときに神は喜ばれるのです。つまり、味わうときに喜ばれるのです。宗教ではありません。自分では人間的な基準で見たときには、見えない部分がいっぱいあるかもしれません。なんでこんなみじめなのか。みじめにならないために頑張る。そうすると神様がよし、よしとしてくれると思う。そこを変えないといけません。みじめなままでもいいのです。イエスがキリストだと告白して、みじめであるのにもかかわらず、逆にみじめだからこそ神様に救いの祝福を与えられて、それが何も問題にならない、引っかかる必要がないほどの大きな祝福を心から喜んで、誰も分からないでしょうが自分の世界で喜んで「神様。ほめたたえます」と告白すること、それを神は喜ばれるのです。味わうというのは、自分を愛して自分の人生を愛して今日の一日を愛することです。なぜなら主がともにおられるわけですから。悪いことはありません。
　そして、最後に大きく申し上げると、そこまで行きますと、自分の人生の願いが神の願いに乗り換えるときに、これが喜びです。今までは子どものために、家族のために、自分の専門の知識のために、せいぜい社会に貢献するために、福祉のために、いろいろな理由があったのでしょうが、「神様。残りの生涯は神の栄光のために生きていきますよ」。神の栄光は、この暗闇の世の中に神の国が臨まれ光が照らされることです。その方法は、イエスの福音を伝える福音宣教の他にありません。それを私は生き甲斐にして、そのために人生が許されていて、そのために私は人生を生きていきます。そのときに学歴がなくても、正確が少し変だと思われていても構いません。神はその人を喜んでいらっしゃいます。神が喜ばれるというのは、神の奇跡のレールを歩くということです。勘違いしないようにしましょう。人間の何かによって、神様がすごいなと言われると思うでしょう。親と一緒ですか。神様なのです。創造の神様です。何も足りないものはないし、すべての主であり全部与えられた供給側なのです。何を求めていらっしゃるのでしょうか。私たちです。私たちが神様との関係を回復して、本当の意味で幸せなものになることが神の願いであり、喜びです。それなのに、先ほども申し上げたように人々は誤解しています。まじめに一生懸命、良い子に、善良な市民として頑張れば神様は喜ばれると思うし、豊かになれば高い地位にどんどん昇って行けばと思うのですが勘違いです。神はそういうことに感動しません。神を親のように勘違いしないように。そして、イスラエルも誤解していました。いけにえをささげれば、神殿に集まれれば、過越しの祭りを守れば、安息日を守れば神様が喜ぶだろうと。もちろん、それを破ったときに、叩かれました。それを破ったからではなくて、キリストを信じないからです。昔はそれを守ることがキリストを信じることでした。一生懸命、守って、今で言いますと、一生懸命、礼拝に来て献金もささげ伝道もして祈りもささげ、そして、まじめに良い子になって頑張っているクリスチャンなのにイエスがキリストだという告白が曖昧なのです。それは神様の願いとはまったく違います。誤解しないようにしましょう。
　そういう意味で、もし今日のメッセージに基づいて、間違っている神を喜ばせないこと、神に喜んでもらうための、まるで親に喜んでもらうためにやっていたかのようなスタンスで間違っている負担、プレッシャーを持っていたとすれば全部下しましょう。それらは気にしなくてもいいのです。逆に、イエスがキリストだと信じる信仰に集中しましょう。そして、それが間違いなければ、皆さんのああだ、こうだと関係なく、その一つを基準にして神は喜んでいらっしゃると確信をもってください。わたしは神様に喜んでもらっている者なのだという確信です。今、足りない者で、今、様々な弱さがあるのにもかかわらず、それらは関係ありません。イエスがキリストだという告白によって、今現在、神は私を喜んでいらっしゃる。つまり、神様に認めてもらって、神様に受け入れられているという確信をもって、神様のすべての祝福が私のものだという確信を持つようにしましょう。それで迷わずに躊躇せずに存分に神様の祝福を自分のものとしてエンジョイして味わうようにしましょう。「でも私のような人間が」「でもこんな弱さを持っているのに」。それが勘違いです。親のように勘違いしているからです。神様は私たちの親ではありません。回復不可能な堕落の人間をまともないのちの人間に回復される唯一の方です。イエス・キリストを通して、そこに神の願いと喜びがすべて絞られて集中しているということを契約として握って、確信とともに存分にいつでもどんなときでも味わうようにしましょう。その結果、皆さんの人生のポイントが福音宣教に合わせられるようにしましょう。
　最後に二つの聖書の箇所を読み上げて終わりにしたいと思います。ローマ2：17。義人は信仰によって生きる。信仰に始まり、信仰に進ませる。皆さんが弱さのゆえに過ちを犯したときに、神様はそれで悲しんだり怒ったりしません。逆に皆さんが倒れていることが神様の悲しみであり、過ちを犯したことが問題ではありません。そこで、だからイエスはキリストですと告白するときに、神様はものすごく喜ばれるのです。勘違いしないように。自分自身を基準にしないように。信仰に始まり、信仰に進ませるのです。今も信仰です。ヘブル11：6。信仰なくしては、神を喜ばせることはできない。神が喜ばれることは、イエスがキリストだと信じる信仰です。他は気にしないようにしてください。まことの自由を味わい、神様の祝福を存分に味わい、本当の意味で神様に喜んでもらえる道を歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様から離れていて、何が神様の喜びであり願いなのかも勘違いの中で教会生活をしている時が多くありました。神様のみことばを通して、神様のことを正確に知ることによって、神の願いと喜びを正しく理解し、今までの間違っている部分を振り払い、負担もすべて下してキリスト、イエスに集中できて、そこで確信をもって皆が神様ご自身を味わい、神様を喜ぶことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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